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1．序 
BEST は 2008 年 3 月に初版を公表して以来、毎年

エンジンのバージョンアップを行い機能の拡充を進めて

きた。また、ユーザインターフェースのみを変えること

で簡易版、行政支援版など、用途に応じた使い易さを追

求し、その改良も繰り返してきた。2012 年度は、省エネ

ルギー基準の改正に合わせた行政支援版の開発を行っ

た。その他の開発状況やトピックもあわせて、この 1 年

の開発状況を述べる。 
2．BEST 専門版・行政支援版の進展 
 1 年間の開発状況を表 1 にまとめた。最も大きな進展

は、省エネルギー基準の改正に対応する省エネルギー計

画支援ツールを新たに開発したことである。専門版と同

じ計算エンジンをもち詳細計算が可能であると同時に、

自由度の高いグラフィカルな建築入力、専門版に比較し

て飛躍的に容易な設備入力が可能なユーザインターフェ

ースをもつツールである。届出書にそのまま利用できる

出力も可能である。専門版の開発状況は、ダブルスキン

などの高性能窓システムや放射空調評価のための計算法

開発や計算機能導入、設備機器モジュール・テンプレー

トの改良や充実・検証、機器特性として熱源機器・放射

パネル・個別式空調機器の特性収集・整備を進めた。 
3．計算機能の拡張例 
 エンジンの機能拡張の例として、放射空調の評価が可

能になった点を紹介する（表 2、図 1）。これは、エクス

プリシット法による建築・設備連成計算のときに可能で

ある。放射パネルの対流・放射放熱量は、既知である室

温、放射パネル用平均表面温度 ASTP をもとに計算す

る。室内は近似的に対流・放射を分離する計算法であ

る。パネルの放射熱を家具による遮蔽も考慮した上で室

内各面へ配分し、対流熱を空気に与える。パネル以外の

室内面では、パネルからの放射熱を相当温度差に換算し

て貫流・吸熱計算に利用する。パネル面の放射温度は、

供給熱の影響を受けない温度に対して、供給熱放射成分

の温度換算値を加えて求める。この処理により、放射効

果を温熱感指標計算に反映させることが可能となる。現

時点では、床冷暖房など蓄熱性のある建築部位を放射パ

ネルに利用するケースへの正確な適用はできない。 
4．結 

 今後さらに、種々の環境配慮手法や多様な設備機器の

表 1  BEST の開発状況（過去 1 年間） 

項目 開発・ユーザ支援内容

全体

改正省エネ基準対応ツールの開発を行った。①プログラム開発：設備システムのモデル構築の自動化、複合熱源・未利用エネル
ギー活用手法・４管式・複数熱源グループ・二次ポンプグループ・蓄電池利用のピーク電力低減手法・複数の給湯熱源・給湯負
荷系統などのシステムに対応　②評価基準の検討：ベースラインビルによる基準一次エネルギー消費量の検討　③技術解説書作
成：操作とその解説　④普及支援：講習会・シンポジウム開催、行政機関への説明

気象
①2001～2007の拡張アメダス気象データ：開発を完了し公開準備中　②国内５５地点の１分値１０年気象データ：データ整
理・欠測補充の継続

建築

①プログラム機能拡充：放射空調の評価のために放射計算処理の改良。2012年版壁体DB・一般窓DBの開発、窓熱性能値の自由入
力、気象・計算範囲の複数設定、最大・年間計算の容易な切換え、平日・休日・その他モードの期間指定などの機能追加　②計
算法開発：ダブルスキン・AFWの実用計算法完成と熱特性DBの提案、設計用蓄熱負荷の補正法、非空調隣室の外壁置換法の理論提
案　 ③建築モデリング法の検討：躯体蓄熱空調・床吹出空調のモデリング法の提案と有用性確認、環境配慮ビルのモデル化と計
算値と実績値の照合　④マニュアル・例題解説書の改訂

空調

①プログラム機能拡充：４管式対応の仮設調整熱源・デュアルダクト方式の仮設調整空調機のテンプレート、多数室換気回路
網・冷却塔・アースチューブなどのモジュール開発、熱源変流量・冷却水変流量・冷却塔ファン・設備運転スケジュールなの制
御モジュールの開発・改良　②機器特性の検証：特性式の適用範囲の確認と範囲外の計算法の見直し　③マニュアルの整備・講
習会テキストの改訂

衛生・
電気

【衛生】①データ整備：一管式給湯システムにも対応した給湯負荷パターンデータの整備　②例題作成：講習会用給水給湯基本
例題の作成　③検証：改正省エネ基準対応ツールによる給湯計算テスト
【電気】蓄電池モジュールの開発

機器
特性

①マニュアル作成　②機器特性の検証：テストモジュールによる確認、特性式の適用範囲確認と範囲外の計算法見直し、ビルマ
ルチDBの確認　③新規機種の機器特性整備：高期間効率機(直焚・蒸気焚)の特性整備・プログラム化、ダブルバンドルターボ冷
凍機、高顕熱型ビルマルチ・散水制御・デマンドカット、天井輻射冷暖房パネルの特性整備

コジェネ
・蓄熱

【コジェネ】①プログラム開発：発電制御方式の拡充　②ケーススタディ：冷却水変流量制御、コージェネによるピーク電力低
減効果検証　③機器特性の作成・検討：蒸気利用機器の特性作成とモジュール検証、排熱投入型吸収冷温水機特性の検証
【蓄熱】①プログラム検証：熱源運転時間決定手法の追加・動作確認と改良、熱源の変流量システムの検証、②マニュアル改
訂：水蓄熱に関する改訂実施　③応用：改正省エネ基準対応ツール用の蓄熱・蓄電システムの入力項目精査と結果の検証
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●建築モデル 

・居住空間と天井空間を別々のゾーンと扱う。

・天井パネルは通常の天井板として入力する。

 
●システム計算 

・居住空間、天井空間側ゾーンの室温 tA、パネ

ル用平均室内表面温度 ASTPは既知とする。 
・各ゾーンのパネル用作用温度 OTPを、パネル

表面熱伝達率などから決まる放射熱伝達比率

xRを用いて、次式により求める。 
PRARP ASTxtxOT +−= )1(       …(1) 

・居住空間、天井空間側それぞれのパネル対

流、放射放熱量を計算する。 
 
●建築計算（エクスプリシット法） 

・各ゾーンへのパネル対流、放射放熱量 qC、qR

は既知とする。 
・qC はゾーン空気に与える。qR は室内の周囲

面や家具面に配分し、相当温度差に換算して

壁体熱計算を行う。次式は、パネルから見え

る面 i（家具以外の面）の吸収放射熱量 qRiの

式である。 
 

RiRi qkq =              …(2) 

 ∑−=
i

iiiFi AArk /)1( ,
       …(3)  

・次ステップの室温、室内表面温度が得られた

後に、ASTPを次式から求める。 

∑ −+=
i

FiiiP tktkAST })1({      …(4) 

・作用温度 OT は次式により得られる。 
ASTxtxOT RhARh +−= )1(       …(5) 

∑∑ +−=
k

kkkFF
k

kkFk AArtArtAST /})1({ ,,
…(6) 

パネル表面温度 tk は、発熱のない天井温度

tk0 に居住空間側パネル放射熱 qR0 の温度換

算値を加えて求める。 
)/(00 kRRkk Ahqtt +=        …(7) 

 
【記号】ki：面 i への放射熱配分比、rF,i：家

具による面 i の遮へい率、Ai：面 i の面積、

ti、tF：面 i、家具面の温度、AST：人から見

える室内表面の平均温度、k：人から見える

面番号、xRh：人体表面の放射熱伝達比率、

hR：パネル放射熱伝達率 

(a)外調機併用天井放射パネル方式 

(b)外調機併用天井内 FCU 方式 

【注記】 

1)計算条件 

気象：東京 2006 年 1 分値データ 

代表日：8/4(金)  

ゾーン：中間階オフィス南室、居住空間

と天井空間の 2ゾーン（床面積 600 ㎡） 

外皮：窓面積率 68%、Low-E ペアガラス 

内部発熱(最大)：照明 20W/㎡、機器：

15W/㎡、在室者：0.15 人/㎡ 

外調機：天井内へ 28℃吹出 

FCU：天井リターン・作用温度 28℃制御 

パネル：面積率 100%、定流量・送水温度

操作、作用温度 28℃制御 

2)パネル放射熱による OT 変化量 

パネル以外の表面温度との差による効果

を評価 

図 1 夏期代表日における天井放射パネル方式と FCU 方式の比較例 
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表 2 天井放射パネル方式の計算概要 
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